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AES67   interoperability    with    Non-Merging   interface  
AES は、 X-192 グ ルー プ の 調 査 結 果 を 批 准 し た 結 果、 ネッ ト ワー ク 上 で リ ア ル タ イ ム   オー ディ オ ス ト リー ム 
を 送 信 す る デ バ イ ス の 相 互 運 ⽤ 性 に 関 す る 「 AES67 レ コ メ ン デー ショ ン」 を 発 表 し ま し た。   AES67 は 
RAVENNA ネッ ト ワー ク と 完 全 に 互 換 性 が あ り、 AES67 対 応 デ バ イ ス を 提 供 し て い る 機 器 メー カー は、 
RAVENNA 互 換 の デ バ イ ス を 提 供 し て い る こ と を 意 味 し ま す。  

RAVENNA プ ロ ト コ ル は ター ゲッ ト に ⾃ 動 的 に ソー ス 記 述 （ SDP ） を 提 供 す る こ と が で き ま す が、 AES67 で 
は ⼿ 動 で ⾏ う 必 要 が あ り ま す。 こ の 部 分 は 標 準 化 さ れ て い な い た め、 す べ て の メー カー が 独 ⾃ の ⽅ 法 で ⾏ う 
必 要 が あ り ま す。  

Notes:  
- Merging 社 製 品 は   AES67   の マ ル チ キャ ス ト を サ ポー ト し て い ま す。  
- MassCore   及 び   VAD(CoreAudio) は   AES67   を サ ポー ト し ま す。 ま た RAVENNA   ASIO   driver   は   v11.0  

よ り Horus   と   Hapi   を サ ポー ト し て お り、 v12.0 か ら Anubis も サ ポー ト し て い ま す。  

1. AES67   mode の 設 定 ⽅ 法:  
● Horus/Hapi:   

○ MT   Discovery   を 起 動 さ せ Horus/Hapi   Web   Access   を 開 く  
○ Setup>System   ペー ジ を 開 き  
○ “Latency”   を   AES67   (48   smpl) に 設 定 す る  

● MassCore:   
○ VS3   Control   Panel を 開 き、 “Latency”   を   AES67   (4ms) に 設 定 す る  

● RAVENNA   Virtual   Audio   device   (Mac   CoreAudio):  
○ RAVENNA   CoreAudio   Panel を 開 き、 “Latency”   を   48   smpl   (AES67) に 設 定 す る  

● RAVENNA   ASIO   Driver   (PC):  
○ RAVENNA   ASIO   Panel を 開 き、 “Latency”   を   48   smpl   (AES67) に 設 定 す る  
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2. sources   の 作 成 ⽅ 法   (transmitter 側 の 設 定):  
● MT   Discovery   を 起 動 し て、 Horus/Hapi/Anubis を 右 ク リッ ク し   ”open   advanced”   （ 

MassCore/CoreAudio/ASIO で は   “Open” ） を 選 択 す る と、 ブ ラ ウ ザ が 起 動 し て   Advenced   ペー ジ が 
開 き ま す。 例   http://Horus_80001/advanced/index.html  

● “Session   sources”   タ ブ を 選 択 し ま す。  

● 左 上 に あ る ケー ブ ル の ア イ コ ン を ク リッ ク す る と Source が 作 成 さ れ ま す の で、 パ ラ メー ター を 書 き 
⼊ れ ま す （詳 細 は 別 の ド キュ メ ン ト に 記 載 さ れ て い ま す）。  

● こ の ソー ス の SDP ファ イ ル を ダ ウ ン ロー ド す る に は、 ペー ジ の 右 下 に あ る ⻘ い リ ン ク を ク リッ ク し 
ま す。 こ れ は AES67 ディ バ イ ス を 設 定 す る た め に 重 要 な 情 報 で す。  

Notes:  
- ター ゲッ ト が 特 定 の ポー ト を 必 要 と す る 場 合、 そ れ に 応 じ て ア ド レ ス の ポー ト を 特 定 す る こ と が 可 

能 で す (例.   239.1.40.12: 6520 ).  
- ポー ト 番 号 は 偶 数 で な け れ ば な り ま せ ん (0,   2,   4,   6,   8)  
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3. sink   の 作 成   (receiver 側):  
● 同 様 に ブ ラ ウ ザ で   Advanced   ペー ジ を 開 き ま す。 例.   http://Horus_80001/advanced/index.html  

● Session   sinks   tab を 選 択 し ま す。  

● 左 上 の ケー ブ ル の ア イ コ ン を ク リッ ク し て Sink を 作 成 し ま す。  

● Sink の 設 定:   
○ source を 選 択:  

■ RAVENNA の 場 合 ： source を combo   box   か ら 選 択 し ま す。  
■ AES67 の 場 合 ：  Manual  に チェッ ク を ⼊ れ、 SDP ファ イ ル の 内 容 を Source ボッ ク 

ス に ⼊ れ ま す。  

 

SDP   file   Specification   Information:  

v=0  ;   プ ロ ト コ ル   バー ジョ ン   
o=-   1   0   IN   IP4    169.254.89.126  ;   デ バ イ ス (session   creator/owner) の IP   
s=Test1  ;   session   の 名 前  
t=0  ;   session   が   active   の 時 間  
a=clock-domain:PTPv2   0   
m=audio    5678    RTP/AVP    98  ;   port:5678   payload   type:98   
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c=IN   IP4    239.1.40.64  ;   stream   dest   IP   
a=rtpmap: 98     L24/48000/8  ;   payload   type:98   ,   codec:L24,   SR:48000,   8   channels   
;RAVENNA  
a=sync-time: 0   
a=framecount: 1-48  ;   frame   毎 の samples[1..48]   
;AES67   
a=ptime   1.0  ;   packet   time   
a=ts-refclk:ptp=IEEE1588-2008:00-0B-2F-FF-FE-01-38-83:0   
a=recvonly   
a=maxptime   1.0   ;   max   packet   time  

Note:   a=rtcp:xxxx   が あ り、 xxxx!=0   の 場 合、 MassCore と RAVENNA   CoreAudio   driver   は RR と SR を 送 り ま 
す。  
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Configure   MERGING   and   third   party  
DANTE   devices   in   AES67   mode  

Merging 製 品 と 3rd   パー ティー 製 品 を AES67   mode   に 設 定  

Merging   Hapi   と 3rd   party   Dante   device の   ⼊ ⼒ と   出 ⼒ を ど の 様 に 設 定 す る か を 解 説 し ま す。 同 様 の ⼿ 順 は 
Merging 社 の RAVENNA/AES67 機 器 に 適 ⽤ で き ま す。  

1.   Dante   デ バ イ ス   か ら Merging   Hapi   に オー ディ オ を 送 る こ が で き ま す。  
2.   Merging   Hapi   か ら Dante   デ バ イ ス に オー ディ オ を 送 る こ が で き ま す。  

Notes  
● Dante   デ バ イ ス が AES67 に 対 応 し て い る こ と。 詳 し く は Audinate の Web サ イ ト を 御 覧 く だ さ い。 

Dante   Virtual   Sound   カー ド は AES67 対 応 で は あ り ま せ ん。  
● 現 在 Dante デ バ イ ス は、 AES67 モー ド で は 48kHz で の み を サ ポー ト し て い ま す。  
● Dante の   AES67 モー ド で の 最 ⼤ ス ト リー ム 数 は 32 で す。  
● Merging 社 製 品 の AES67 と の 互 換 の 詳 細 は  こ こ  を 御 覧 く だ さ い。  

Setup   
以 下 の 機 器 を 同 じ ネッ ト ワー ク   ス イッ チ に 接 続 し ま す。  

● Merging   Hapi   -   firmware   V3   以 降。  
● Dante   デ バ イ ス   -   AES67   対 応 の も の。  
● Dante   Controller   と   ANEMAN   が イ ン ス トー ル さ れ た コ ン ピュー タ。  
● 事 前 準 備 ： ⼀ 部 の Dante   デ バ イ ス は、 Dante   Controller   も し く は   リ モー ト   ア プ リ ケー ショ ン で 

AES67 モー ド を 有 効 に す る 必 要 が あ り ま す。  
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AES67 を サ ポー ト す る Dante 機 器 か ら Merging   Hapi （ま た は Horus ） へ 
オー ディ オ を 送 る  

1. Dante 機 器 に   AES67   Flow   を 作 成 す る  
a. Dante   Controller   の    Device   >   Device   View   ペー ジ  を 開 き ま す。  

b. Dante   デ バ イ ス を 選 択 し ま す。  

c. AES67   config   タ ブ を 開 き ま す。  

d. AES67   mode   を    Enable    に し ま す。 Disable で あっ た 場 合 は 再 起 動 が 必 要 で す。  
Multicast   Address    の プ リ フィッ ク ス が、 239. 69 .xxx.xxx   で あ る こ と を 確 か め て く だ さ い。  

 

e. Dante   Config    タ ブ で、  Latency  を  2  ま た は  5 msec に 設 定 し ま す （ AES67 の 推 奨 値 は 3msec で 
す）。  

 

f. Device の ド ロッ プ ダ ウ ン   メ ニュー で、  Create   Multicast   Flow    を 選 択 し ま す。  
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g. 通 信 に 必 要 な チャ ン ネ ル の  AES67   Flow    ボッ ク ス に チェッ ク を ⼊ れ、  Create  を ク リッ ク し 
ま す。  
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2. Merging   Hapi   (Horus   or   Anubis)   を   AES67   flow   に 接 続 す る  
a.   "MTDiscovery   ->   Open   Advanced"   ま た は 直 接 ディ バ イ ス の 名 前 を 使 い ア ク セ ス し て 

Merging ディ バ イ ス の Advanced ペー ジ を 開 き ま す。 ディ バ イ ス が hapi_90007   で あ れ ば、 
URL は    http://hapi_90007.local./advanced/index.html    と な り ま す。  

b. Session   sinks   tab で 左 上 に あ る ア イ コ ン を ク リッ ク し て session   sink   (receiver) を 作 成 
し ま す。  

c. IO モ ジュー ル を 選 択 し ま す。  

d. “ Source ”   フィー ル ド の 隣 り に あ る ⽮ 印 を ク リッ ク す る と、 現 在 使 ⽤ で き る   SAP   source が 
表 ⽰ さ れ ま す。  

e. Dante   ス ト リー ム を 選 択 し ま す。  
こ れ に よ り ス ト リー ム は コ ネ ク ト さ れ、 左 の コ ラ ム が 緑 に な り ま す。  
デ バ イ ス の バー ジョ ン に よっ て   RTP   Status   が 表 ⽰ さ れ、 Recieving   RTP   packets   に 変 わ り 
ま す。  
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Merging   Hapi （ま た は Horus ） か ら Dante デ バ イ ス へ オー ディ オ を 送 る  

1. Merging   Hapi （ま た は Horus ） に   AES67   flow   を 作 成 す る  
a. Merging デ バ イ ス の Advanced ペー ジ を 開 き ま す。  

b. Session   source タ ブ で 左 上 の ア イ コ ン を 使 ⽤ し て session   source   (transmitter) を 作 成 し ま 
す。  

c. 送 り た い IO モ ジュー ル を 選 択 し ま す。  

d. Merging デ バ イ ス の マ ル チ キャ ス ト   ア ド レ ス （ ” Address”   フィー ル ド ） が Dante の マ ル チ 
キャ ス ト prefix で あ る こ と を 確 認 し て く だ さ い。 デ フォ ル ト は     239.69.xxx.xx    で す。  

e. 必 要 な チャ ン ネ ル 数 に セッ ト し ま す。 （  Codec  は  L24 ,    Frame   size    は  48  で な け れ ば な り ま 
せ ん）。  
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2. Dante を AES67   flow に 接 続 す る  
a. Dante   Controller を 開 き ま す。  

b. Merging デ バ イ ス が Dante の   transmitter   リ ス ト に 表 ⽰ さ れ て い る は ず で す。  

c. 接 続 し た い   inputs   と   outputs   を 接 続 し て く だ さ い。  
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MERGING+ANUBIS    AoIP   STREAM   LISTENER    SETUP  
Anubis   限 定  

 

SetUp:  
Anubis は、 ネッ ト ワー ク に 流 れ る RAVENNA/AES67 ス ト リー ム を モ ニ ター す る こ と が で き ま す。  

こ の よ う な 設 定 は、 さ ま ざ ま な プ ロ ダ ク ショ ン ルー ム か ら の ス ト リー ム を モ ニ ター す る 必 要 の あ る 放 送 局 
や、 教 師 が 各 学 ⽣ ス テー ショ ン を モ ニ ター す る 必 要 の あ る 教 育 教 室 や、 サ ウ ン ド エ ン ジ ニ ア が 各 ミュー ジ 
シャ ン の Anubis ス ト リー ム を モ ニ ター す る 必 要 の あ る ラ イ ブ に も 使 ⽤ で き ま す。   

前 提 条 件 ：  
RAVENNA   /   AES67 ス ト リー ム は、 Anubis が 接 続 さ れ て い る の と 同 じ ネッ ト ワー ク 上 で 利 ⽤ 可 能 で な け れ ば 
な り ま せ ん。    注 ： AoIP ス ト リー ム リ ス ナ は、 ス ト リー ム あ た り 最 ⼤ 8 チャ ネ ル を サ ポー ト し ま す。  
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⼿ 順 ：  
1. Anubis を モ ニ タ リ ン グ ⽤ に セッ ト アッ プ し て く だ さ い。 基 本 的 な モ ニ タ リ ン グ の ユー ス ケー ス を 参 

照 し て く だ さ い。  

2. ネッ ト ワー ク に ス ト リー ム を 流 し て く だ さ い。 こ れ ら の ス ト リー ム は ほ と ん ど の 場 合、 他 の 
RAVENNA/AES67 デ バ イ ス 間 の 接 続 や Horus と DAW の 間 の 接 続、 ま た は 2 つ の RAVENNA/AES67 
ノー ド 間 の 接 続 で す。   AoIP ス ト リー ム   リ ス ナ は   Listener   source   ダ イ ア ロ グ で 利 ⽤ 可 能 な あ ら ゆ る 
ソー ス を モ ニ ター で き る の で、 ⼀ 台 の Anubis で あ ら ゆ る ス ト リー ム を モ ニ ター す る こ と が で き ま 
す。  

 

3. Anubis の   Settings>   Source   で   “New   Source   Listener”   を 作 成 し ま す。   ⼯ 場 出 荷 時 に は   1 つ の AoIP 
ソー ス リ ス ナ が す で に 利 ⽤ 可 能 に なっ て い ま す。   
注 意 ： Source   Listener   は   name   と   trim   だ け が 設 定 可 能 で す。  

4. Anubis の   Source ペー ジ で、 左 に あ る AoIP を タッ プ し て、 AoIP   Listner   ダ イ ア ロ グ を 開 き ま す。  

 

5. Listner   ダ イ ア ロ グ が 開 き、 ネッ ト ワー ク で 利 ⽤ で き る RAVENNA/AES67 が 表 ⽰ さ れ ま す。  

 

6. モ ニ ター し た い ス ト リー ム を タッ プ し ま す。  

7. Listner   Dialog   を 閉 じ る に は 左 側 の AoIP エ ン ト リー を タッ プ す る か、 ダ イ ア ロ グ の 外 側 を タッ プ し 
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ま す。  

注 意 ： AoIP ス ト リー ム は   Monitor ペー ジ の Selectable   Speaker   Control   に は 使 ⽤ で き ま せ ん。  

以 上 で RAVENNA/AES67 ス ト リー ム を Anubis で モ ニ ター す る こ と が 可 能 で す。   
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Troubleshooting  
1. Merging   Transmitter    が  Dante   transmitter   list    に 表 ⽰ さ れ な い  

a. 機 器 が 正 し く 同 じ ス イッ チ に 接 続 さ れ て い る こ と を 確 認 し て く だ さ い。  

b. Merging   ディ バ イ ス の マ ル チ キャ ス ト が Dante コ ン ト ロー ラー と 同 じ Prefix を 持っ て い る こ 
と を 確 認 し て く だ さ い。  

2. ⾳ が 出 な い  
a. ス イッ チ が Gigabit   で あ る こ と を 確 認 し て く だ さ い。  

b. 機 器 が 同 じ サ ン プ ル レー ト で 動 作 し て い る こ と を 確 認 し て く だ さ い。 Merging 製 品 は 
Advanced ペー ジ の General   Settings に あ り ま す。 ま た は 直 接 機 器 の Setup メ ニュー を ご 覧 く 
だ さ い。  

c. Dante   Multicast   Stream   を 作 成 し た 時 に、 AES67   Flow   に チェッ ク を ⼊ れ た こ と を 確 認 し 
て く だ さ い。  

d. Latency パ フォー マ ン ス の 問 題 ：  
Dante   Controller   >   Device   view   >   Latency    タ ブ を 開 い て く だ さ い。 Latency の 値 表 ⽰ が 常 に 
緑 で あ る は ず で す。 そ う で な い 場 合、 Dante   Device   Config   タ ブ で 遅 延 を 増 や し て く だ さ 
い。  

e. PTP   Clocks ：  
PTP   Master   が ⼀ つ し か な い こ と を 確 認 し て く だ さ い。 そ れ 以 外 の デ バ イ ス は Slave で 
Synced に なっ て い る こ と を 確 認 し て く だ さ い。    Dante   Controller   >   Clock   Status    と 
ANEMAN   PTP  タ ブ を 確 認 し て く だ さ い。  
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